
 
令和５年 10 月６日 

 新潟県ため池サポートセンター 

“新潟県ため池サポートセンター”が、農業用ため池の水難事故防止等 

に向けた実演イベントを開催します 

 
農業用ため池は、農業を行う上で不可欠なものであり、本県には約 4,000 か所存在しています。

一見すると穏やかに見えるため池ですが、日常管理を怠ると豪雨や地震時に決壊するリスクや、不

用意に近づくと転落して命を落とすなど、隠れた危険が潜んでいます。 
このような危険性についてため池管理者及び一般県民に広く周知し、ため池の災害や事故の未然

防止を図るため、下記のとおり実演イベントを開催します。 
 

記 
１ 日 時 

  令和５年 10 月 18 日（水） 午前 10 時から（概ね１時間半程度） 

※受付は午前９時半から開始します。 

 

２ 会 場 

  会場：湯舟沢ため池（三条市原上地内） 

 

３ 主な内容 

（１-１）「ため池の役割と特徴」（担当：新潟県農地部農地建設課） 

内容：ため池が持つ役割の紹介や、万が一決壊してしまった場合に想定される浸水区域図の

見方、決壊を防ぐために行政が行っている防災対策等について解説します。 

（１-２）「日常管理の技術指導」（担当：新潟県土地改良事業団体連合会） 

内容：ため池管理者が定期的に行う日常管理において、防災上の観点から特にポイントとな

る部分について技術指導を行います。 

（２）「ため池転落の危険性」（担当：株式会社水難総合研究所） 

内容：（一社）水難学会の斎藤会長（長岡技術科学大学大学院教授）の解説とスタントマン

の実演により、ため池の転落事故の危険性を実感していただき、命が助かるためにど

のような対策が必要なのかを学びます。 

※（１-１）及び（１-２）は対象者を分け、同時に実施します。 

 

４ その他 

・取材を希望する方は、自社腕章、身分証明書等を携行の上、午前９時 40 分までに受付を行っ

てください。 

 

 

 
 
 
 

〈本件についての問い合わせ先〉 
新潟県農地部農地建設課 課長補佐 河村 

（直通）025－280－5829 （内線）3112 



【場所・行き方】 

駐車場から会場まで 

 

 

一般駐車場（原上集落開発センター） 

 

・誘導員に従い、順に駐車をお願いします。 
・青線のルートに従い、受付場所まで歩いてお越しください。 
・イベント終了後は、誘導員に従い、順次退出していただきます。 

湯舟沢ため池 

受付 

Google マップを加工して作成 

Google マップを加工して作成 

一般駐車場 

報道関係者駐車場 


